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見よ。わたしは新しい事をする。 

今、もうそれが起ころうとしている。 
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礼拝順序 2021 年４月４日 

ピアノ：赤松真佐子 姉 オルガン：力丸勝子 師 

司会：吉田 到兄 献身の祈り：阪本睦月子姉 説教：山﨑銀次郎牧師 

 

開会の祈り 

使徒信条・標語聖句唱和 

賛美 新聖歌 127「墓の中に」 

    ＊今日までのめぐみに感謝し、新たな献身を祈りましょう！* 

献身のお祈り 

賛美 新聖歌 128「うるわしの白ゆり」 

賛美 コーラス ５ 「さあ主にささげよう」  

聖書朗読 ヨハネによる福音書 21 章 15－19節 

説教題「わたしに従いなさい」 

応答の祈り(皆で) 

聖餐式 奉仕者：大谷兄・那須兄・小松姉・吉武姉 

頌栄「主の祈り」 

祝福と派遣の祈り 

 

 

 

    交わりの三省 

  ＊互いに愛し合っていますか 

  ＊互いに赦し合っていますか 

  ＊互いに祈りあってますか 

 



説教要約 
ヨハネによる福音書 21章 15－19節 

「わたしに従いなさい」 

 

① わたしの小羊を飼いなさい 

羊は自己防衛能力０の生き物です。つまり自分の命を守る術を

持っていません。つまりイエス様が言う「わたしの小羊を飼いな

さい」は「（私の愛する）人々が“生きる”ことが出来るように

導きなさい」という意味があります。ペテロはこのイエス様から

の命令を受ける前、漁に出て行きました。この“行為”は仕事の

為というよりもどこか衝動的です。つまりこの行為（漁に出る事）

はイエス様の命じた範囲を超えようとしています。どういう事か

と言うと、イエス様がペテロに言った「わたしについて来なさい。

人間を取る漁師にしよう」という言葉の通り歩いていないという

事です。イエス様がここでペテロに思いだして欲しかったことは

“生きる意味”つまり“神の召しに沿って歩く事”です。自分の

計画ではなく、神の計画。生きるのではなく、生かされている。

そして自己中心ではなく、愛が中心。イエス様の復活を通じて、

私達は生きる術を“正す”事が出来ます。 

 
 

② わたしに従いなさい 

「ペテロの召命の踏み直し」これが今日の箇所のテーマです。言

い換えると「わたしに従いなさい」というイエス様の言葉に再決

心したペテロです。“ペテロが最終的に従う方向”これは福音書

が取り扱っている出来事です。ヨハネが注目したのはペテロのリ

ーダーシップです。彼は人を引き付け、責任感の強い人物のよう

です。しかし彼はそのリーダーシップを自尊心の満たし、人を従

わせる為に用いました。彼が実際傷ついたのは、自尊心が保てな

かったからです。イエス様はそんなペテロに寄り添いました。       

 

 

つまり最後まで愛し通したのです。イエス様の死と復活のメッセ

ージはここでもはっきりと語られています。それは「あなたが聖

書の愛に従って生きることが出来るように、私は命を惜しまない」

です。ペテロは以前のような雄弁さでイエス様に応答していませ

ん。でも今自分が出来る最大限の言葉でイエス様の愛に応答しま

した。私達がイエス様の言葉に応答することが出来るのは、自分

の力ではありません。イエス様の命を懸けた愛の力です。 

 
 

③ 情熱の矛先 

私達がこの朝、御言葉を通じて問いかけられている事は“情熱

の矛先”です。つまり何に心を燃やして生きるのか？という事で

す。神に養われる事を放棄した人の生き方は、いつも孤独で不安

で、争いを繰り返します。それは、魂が満たされないからです。

そしてそれを満たす術を自分で探し、さ迷って行きます。まるで

主人を見失った羊のように。しかしイエス様は私達の主です。そ

してこのお方は私達を探し出し見つけ出し、元の道に連れ帰る為

にこの世に来られました。結論として、イエス様は魂の救いを追

い求め、人間と永遠に寄り添う道を選ばれました。イエス様を追

い求める人生を選ぶと、自然に“救い”の為に隣人に寄り添う事

出来るようになって行きます。私達の人生は“主に導かれる”事

を学ぶ為に在ります。満たされない不平や焦燥感の行きつく先は

失望です。しかしイエス様は私達の希望です。聖書は言います「こ

の希望は失望に終わる事が無い。」イエス様の愛を追い求め、本

当の生き方を求める人々に寄り添う事が出来るように前進してま

いりましょう。 

 

 

 

 


